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要旨 : 

溶銑 Si は製鋼工程におけるコスト・吹錬効率に対する寄与が大きいため，転炉での吹錬特

性や鋼種に合致した適正な範囲で管理することが重要である。とくに，最近では Si の絶対

値のみならず，そのバラツキを低減することが，吹錬コスト，高炉-製鋼-ミル間の同期化・

連続化操業の両面から不可欠である。このような環境変化に対応するため，水島製鉄所では，

低 Si 操業に必要な条件を定量的に整理・体系化し，要求 Si レベルに対して，最も的中率が

高く，かつ安価な操業を高炉-転炉間のトータルシステムとして設計している。その結果，

長期にわたり，低 Si かつ低σsi 操業を達成し，吹錬コスト低減に大きく貢献している。 
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